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ではない

d)α グルコシダーゼ阻害薬

ア力jレボースacarbose(グルコパイ @)とボクリボースvoglibose(ベイスン@)は， αグ

jレコシダーゼ阻害薬で 糖質の腸管からの吸収遅延作用をもち 糖尿病の食後過血糖に有効で、

ある.重症糖尿病，重症感染症，妊婦には禁忌である

小野田らは，耐糖能の異常を伴った多系統萎縮症例において， 100 mgのアカルボースの投

与がショ糖，ブドウ糖による低血圧を改善したことを報告した.Sasakiらは，食事性低血圧

に対して著効した糖尿病の例を24時間血圧測定による観察を基に報告した.高度の食事牲低

血圧 (収縮期血圧で45"-' 50 mmHgの低下)は，ミドドリンやオク卜レオチドでは効果が三

しかったが，本薬300mg/日の投与後は著しく改善 (18mmHgほどの低下に)している.食

後の立ちくらみやめまいはほぼ消失している.伊佐らは，内頚動脈閉塞に脳梗塞をきたした例

において，ボグリボース 0.3mgの食前投与による食事性低血圧の改善を認めている.

糖尿病にみられる食事性低血圧では αグルコシダーゼ阻害薬は第一選択薬として適当と思

われる.低血糖の出現に注意して使用する必要がある.

(長谷川康博)
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